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学報第74鍔

中国東北地域における植民地支配と農村社会

　　　　　　「東安省」地主権力の変容

西　村　成　雄

The　Agrarian　Society勧Nor毛heasもChi聡a　under　Japan’s　Rule

　　－The　tra簸s董◎m｝at圭on　of　the　landlord　power　dur呈ng

　　　　the　S　lno－Japanese　War　of　1931～1945一

Shigeo　NISHIMURA

＊ ＊ ＊

はじめに一問題の所在一

1．1930年代前半期，密山県の社会と抗日政治勢力

（1）密山県の社会構造

②　密山県下の抗日政治勢力

H．「東安省」における植民地的土地所有の形成

田．1930年代後半期，地主権力の変容と農村社会

　むすび一土地改革の直面したもの一

＊ ＊ ＊

〔摘　要）　試論在羅本統治下中国東北農柑社会和地主勢力的変遷

　　統治殖民地最根本的経済基礎在於合併領土。「盗其土地成為地主」（列寧語）是殖民地土地所有

関係的総和。後藤新平早巳論述過：「当務之急是向満糊投資和移民。只有土地可以慶由地借到，

買到，投資和移民的計爾才能実現」。他指出了殖民地土地所有制的重要性。

　　1930年代，稼本帝国主義在中国東北地区形成了上述的経済基礎，蒲在逡種経済基礎的形成過程

中，「農業移民」起了決定性作用。保護移民的国家機関「満洲拓殖公社」実際上進行了土地的掠奪。

当然，「農業移民」的歴史意義随時代的不同而変化。正象浅田喬二所指出的那様，1930年代後半期

農業移民的性質是「作為協助維持満洲国治安的移民」和「作為対蘇聯防備，作戦上的軍事補充的

移艮」。支捧着具有這一特性的農業移民是掠奪土地，而在「東安雀」又是女fi何進行掠奪土地？　這
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中国東北村域における植渓地支配と農村社会

蓬我｛門所要研究的第一個課題。

　　由農業移民所産生的殖畏地土地関係対該地区的農業，農践問題産生了何種矛盾？　井盈該地

区農村社会的階級統治関係発生了什慶様的変化，塁如何維持，強化的？　邉是我椚所要研究的第

二個課題。

はじめに 閤題の所在一一

　領土併合という植民地支配の最も深い経済的基盤は，「土地を盗んで地主となる」（レーニン）に

象徴されるような植民地的土地所有関係の創出にある。後藤新平が，すでに早く「満州に資本の

注入と入を移入することは何よりの急要である。土地の借入買入さへ自由に出来る事になれば資

本も入も入るる方案はたつ」と述べていたことは，植民地的土地所有の重要性を指摘したもので

あった。

　1930年代日本帝国主義の中国東北地域において，このような経済的基盤を形成するうえで決定

的役割を果たしたのが，「農業移民」であり，それを保障した国策機関「満州拓殖公社」による事

実上の土地収奪にあった。もちろん，「農業移民」の歴史的性格は時代によって異なるものである

が，1930年代半ば以後のそれは，浅田喬二氏が指摘するように，「「満州国tSの治安確立・維持の

協力者としての移民」「対ソ防備・作戦上の軍事的補助者としての移民」という特質を刻印されて

いた9｝この特質をもった農業移民を支えた土地収奪の過程を，「東安雀」に即してとらえること，

これが第1の課題である。

　そして，こうした農業移民を榎粁にした植民地的土地所有の創出が，当該地域における農業・

農罠問題にどのような矛盾をっくりだしたのか。さらに当該農村社会の階級支配関係が，いかな

る変容を蒙りながら維持され，強化されたのか。これらの展開過程をたどることによって，第2

の課題である「東安雀」における地主権力の存在様式をあきらかにしうると考えられる。そして，

このことは，1945年8月以後の東北地域社会における政治的変革を支えた農畏的土地所有創出置

土地改革運動を理解するための歴史的前提ともなる。

　そこでまず，1930年代前半期，密山県（のちの行敢区画「東安省」の中心地〉の社会経済的状

況と，抗目政治勢力出現の相互連関性についての分析からはじめる。

1．1930年代前手期，密山県の社会と抗日政治勢力

（1）密山渠の社会構造

　「満州事変」後の密山県は，日本側からいうところの抗日「政治閾の影響下にある地域であ

った。「満州事変」直後の1932年1月，ハルビンで組織された「東北抗臼自衛軍」（総司令：李杜
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一
もと依繭鎮守使，護路軍総司令：丁超，謝総司令：濤占海一もと吉林副司令長官公署衛隊

団団長）は，2月5H，ハルビン防衛に失敗し，その後，李杜や丁超らは依蘭に退きそこを根拠地

としていた。5月上旬，臼本軍第10師憩（広瀬師団）は依蘭攻繋を展閥，李杜，丁超の部隊は5

月17日，勃利，宝清，密山方面に退却を余儀なくされた。「東北抗日自衛軍」の一部を率いた李

杜や丁超らは，「中国国民救国軍」（1932年2鍔8臼，延吉県小城子で，王徳林一もと延吉鎮守

使吉興旅第63団第3営営長一らによって組織）と連携して，7月末，「聯合軍jを組織し，李杜

が聯合軍総司令兼自衛軍総罰令，丁超は護路軍総司令，王徳林は抗日救国軍総司令に就任した。

しかし，この自衛軍と救国軍は，ひとつには臼本軍側からの挑発を受けるなかで，相互に敵対しあ

い，たとえば丁超は，密出の平陽鎮で救国軍第2補充団団長蘇懐田ら36名をおびきよせて殺害す

る事件をひきおこしたり，他方，救国軍総覇令孔憲栄が梨樹鎮で自衛軍の馬憲章（聯合軍蕨路総

指揮）を殺すといった事件がっついた。同年秋，日本軍第10師団は，勃利，宝清，密山を攻撃，

このなかで丁超は宝清で日本軍に投降，翌33年1月には「満州国内務部大臣」に就任する。李杜

は，密山での軍事的敗北のなかで，33年1月，虎林からソビエト領へと入った。救国軍の王徳林

らも，東寧を央い，33年1月13Hソビエト領に入った。

爽茎 フ
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中国東北地域における植民地支配と農村社会

〈第1表〉

ヂ頭目」 概　　　　　歴 部下数 「蟻　居　地」

張　雨廷 王徳林残党旧救国軍 500 平陽鎮南方40㎞全場溝

胡　騰打 〃 300 平陽鎮東南30km興隆溝

劉　鳳堂 〃 300 lt

武　殿駆 i
l

300 ，
）

李春貴 細自衛軍珊占清旅長部下 800 向揚鎮北方2鰍m大鍋盗

馬　玉林 〃 300 平陽鎮北方10km恰達河

劉　漢奇 ク 250 II

李　玉豊 劉萬魁部下大刀会匪 200 平陽鎮北方35㎞鶏冠出

劉　萬蓋 〃 300 平陽鎮南東30km興隆溝

双　　勝 劉萬魁の部下 300 密出北方15km八方

坐　　山 lt 200 向陽鎮北方1翫日匪四入班

張　宝和 旧自衛軍単春諜の団長 500 密山東北35k田楊木醐

劉　鋭臣 ll 200 楊本崩東南35R田荒樹

慶　営長 丁超旅の残党 300 向陽鎮北方18k騰四入斑

張　響埼 刑旅の営長 600 向陽鎮北方20km大鍋盛

葛　　炮 丁超旅の残党 250 向陽鎮北方18km四人班

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出所：『満州国地方事楡，92～93頁）

　こうして，33年初には，自衛軍も救国軍も瓦解してしまうが，自衛軍の残部は密由，宝清，虎

林，饒河，勃利などで，救国軍の残部も東寧，寧安，穆稜，密山，虎林などで活動をつづけたt2）

　同時期，1933年，「満州国大岡学院」の派遣した「満州国地方事情」視察員は「吉林省・密出県」

を訪れて，密山県の状況を次のように報告していたt3）なおその当時の地図を掲げておく（前頁）。

　まず，「満州事変」以後の政治状況は，「李杜，劉萬魁，単春霧を首魁」とした「自衛軍」約20

万が「蠕居」し，それに対するH本軍の出動はあったが，「其の討伐は県の縦貫道路を自動車にて

追携ひしに止まり」，かれらは「囚散して附近の部落に幡居」した。その概要は第1表で示される。

もちろん，ここに掲げるのはその一部である。

　1933年2月6臼から8臼の朝にかけて臼本軍が密出県城（人口4，000人）を撤退した段階のF警

備力」は「警察隊」として「騎兵隊長j李慶のもとに70人，「歩兵隊長」李有年のもとに80人，お

よび「公安局員」10名，「自衛団員」50人の210人であった。このうち，「騎兵隊」は，平陽鎮で「帰

順した旧自衛軍森林警備隊団長・李慶」の部下であり，「歩兵隊」は，33年1月22日「帰順せる旧

自衛軍第9旅単春霧の団長孟繁森」の部下からなっていた。密山とならんで重要な平陽鎮（入口

5，000入）から臼本軍が撤退したのは2月12日であったが，その「警備力」は「警察員37名，公安

局員10名，自衛tWIOO名」と，宝清で「帰順した旧自衛軍司令丁超の部下劉東漢営長の率いる歩兵

200」で，それらに加えて「吉林軍騎兵遊撃第1支隊独立営長陶治の率いる2箇連220名」が主力

であった。

　これらに対し，日本軍撤退を機に，密由には双勝らが，平陽鎮には「旧自衛軍・旧救国軍の残

党」を集めた張輩奇らが攻繋を加え，一時的に占領する事態を生じた。張輩奇は，「当隊は臼本

軍撤退後の平陽鎮～帯の治安維持に任ずるものなり」と主張したという。
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　「匪賊出没表」によれば，33年2月2日から7月31日までの半年聞に，県城を含む県下各地域

に合計142回の「匪襲」があり，これらとの関連で「日満軍，自衛団，警察隊」による「匪賊討伐」

が，1月20日から7月28日までの間に，計49園なされた。

　こうした状況を，報省者は「密出県下は民に生色なく火の消えた様な状態である」とし，「中

国共産党，朝鮮共産党の暗躍と餅せ考ふる時，治安維持を，国策遂行を，国境警備の完壁を切々

として感ずる」と記していた。

　行政区画においては，県下を「警察署」管轄下の「6区19保」に区分し，各保は「甲」に分け

られた。各保には「保董」が置かれ，有力者が任じられた。6磁と各保の地域名は第2表のとお

り。

　33年6月30日現在で密出県の戸口は約22，000戸，147，700人という状況であった。その内訳は

第3表に示す。

　密痢県下に約12，500人の朝鮮人が在住し，県下人口の約1割を占め，地域的には，半戴河や恰

〈第2表〉

〈第3表〉

　　　地域
項屋

第至区
密山県城

第2区
號　　南
第3区
半裁河
第4区
喀達河（子）

嬉5区
楊木崩

第6区
平騰鎮

合　　計

戸　数　総　計 5，131 366 5，096 3，568 2，826 5，223 22，210

男 18，267 1，414 17，295 15β27 13，743 18，564 85，110
入
　
　
口

女 10，786 1，092 13，409 12，754 11，333 13，239 62，613

計 20，053 2，506 30，704 28，581 25，076 31β03 147，723

中国人戸数
人　　　口

4，879

27，407

265

1β18

4，519

27，021

3，092

25，427

2，499

23，074

5，031

30，464

20，285

135，215
戸
数
・
人
口
内
訳

朝鮮人戸数
入　　　口

252

1，642

98
678

577

3，679

476

3，154

327

2，002

192

1，339

1，922

12，493

B本人声数
人　　　膿

　一
5（縣官吏）

一
　　　5

雑黛・飲食 149 16 100 31 22 160 478

油　　　房 19 5 10 8 5 6 　　　　　53
（年塵160万斤）

霊

な
職
業
別
戸
数

製　　　粉 18 3 12 0 0 10 43

農　　　業 4，714 310 4，854 3，438 2，721 4β29 20β66
（94％）

※本表は「各警察署長督励の下に警察官吏と各保董協力し厳密に調査せしものなり」と雷う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（畠所：9満州国地方事情露，96～100頁より作成）
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中團東北地域における植民地支配と農村社会

〈ag　4表〉

密山県城 荒　　崩 半載河 口合達河子 楊木樹 平陽鎮 合　　贅十

大豆　（石） 44，650 3，800 94，700 46，160 ll，750 73，500 274，560

高　梁　（石） 1，660 230 15，040 4，6填4 496 18，400 40，470

粟　　（石） 400 58 8，480 2，931 114 9，600 21，583

水稲　（石） 2，800 300 27，500 19，520 9，500 12，750 72，370

響　粟　（斤） 207，840 2，700 19，500
一

3，105 54，000 287，145

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊「阿片は税金の関係等よりしてJ「儒を置き得ず」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出所：「満州国地方事情遷，137～138頁より作成〉

達河子に約55％が集中していた。

　ところで，「東北抗臼自衛軍」の李杜らが密山に入ってから，「密山県地方財務処」に命じて「金

融流通券，91万54元」を「強詣ll流通」させ，「姶大洋」と岡一レートとしていたが，33年初頭，　H

本軍の「進駐」後，価値下落し，「恰洋1元：地方票4元」というレ～トになり，33年度の「経済

界に重大な影響を及ぼした」。さらに，「自衛軍」は，32年7月から12月までの「税掃徴収局にお

ける国税収入」（吉洋，7，652元，姶洋，3，528元，密吉洋篇地方流通票，13，840元）を「横領」し

たというS4）

　すでに第3表に示されたごとく，農業が中心的産業であるが，33年の生産高は第4表のとおり。

やはり，大豆生産がかなりを占めている。なお，一一繭あたり大豆平作年は2．87石といわれる。

　1929年10月の「中東路問題」によるソビエト連邦との交戦以葡は，特産大豆の軸出が国境地域

の當壁鎮で年額約10万石に達していたといわれるから，その他の地域，臼泡子や龍王廟，荒醐を

通じた「密輸出」を含めると，かなりの量となっていたと考えられる。密山，虎林地帯が「ウラ

ジヴォストーク経済圏」といわれた理由でもある。

　1933年半ば以降の時点での以上のような「密山県報告」は，「満州事変」以後，急激に結集して

いった「東北抗日義勇軍」の広範な展鯛と、侵略に抵抗するという点でのその自然発生的性格を，

密山票という場において反映したものであったといえよう。したがって日本軍による33年末から

34年以降の本格的「討伐作戦」のなかで，こうした諸勢力は「瓦解」させられてゆくことになる

とともに，他方で，中国共産党とその影響下にある軍事的抵抗勢力が前面に出てくるようになる。

そこで，こうした問題にふれる前に，1930年代半ばにかけての密山県の変貌過程を，主として社

会経済の構造的転換という視角から追跡しておこうIS）

　荊記「密由県報告」（第3表）との比較でみると，35

年3月時点で，人口156，399入（8，676入増加〉，戸数

24，432戸（2，222戸増力の，そのうち中醐人143，147人

（7，932人増加），朝鮮人13，075入（582人増繍），臼本入

162入（50戸，157入増力＃），ロシァ入15入（2戸増加）

となっていた。農業従事者数は総戸数の74．5％（18，303

〈第5表〉

芦　　数 ％

自　作　農 6，770 36．63

霞作兼小作農 4，050 22．49

小　作　農 7，娃83 40．88

計 18，303 100．00

（出所：ge民政部調査月報．e　1－3，20頁）
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〈窮6衷〉

A　　表 B　　表　　　千　　駒

土地種別 面　　積 総面積比（％〉 颪　積 総彌積比（％）

既耕地 　　187．4
（工37．94ha）

13．5 187．4 20．38
可

耕

地

未耕地 337．6 24．3 337．6 36．72

計 525．0 37．8 525．0 57．10

山　　地 504．4 36．3 374．4 40．72
不
可
耕
地

平　　地 360．0 25．9 20．0 1．18

計 864．4 62．2 394．4 42．90

総　　　計 1，389．4 100．0 919．4 100．00

　　　　　　＊単位は千繭（1駒置0．736ha）

　　　　　　＊A表は不可耕地に「官有地47万余駒の山林，山地，湿地」を含む。

　　　　　　　B表は「官有地」を除外した私有地のみの面穣。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出所：『民政部調査月報s1－3，21頁）

戸），総人口の69．6％（108，992人）で，その階層別分布は前頁第5表のとおり。

　この分類では「雇農層」を区別せずに「小作農」項目に混入しているが，そのうちの「30－40

％」が雇農にあたるとみられるから，「自作農」および「小作農」比率が根対的に高い状況にあっ

た。農耕地面積は第6表で示される。

　密山県における土地払下げ面積についてみると，当時の「官有地と私有地」の比率は，33．83％

紺66．17％となっており，「宮有地」の「私有地化」がかなりすすんでいたといえる。歴史的には，

密出県は1913年に，蜜山府（1905年設府）から改県された地域であり，清朝末期の「開墾政策」の

もとで，「蜂蜜山地区」として，蜜出，虎林，穆稜，宝清などを含めて，1899年「招墾周」を設置，

1900年義和団運動時のツアー・ロシアの侵入で一時中断され（「墾戸」の逃亡多いため），1902年再

度「招墾局」がド繧券庁属穆稜河街」に設けられ，その「分局」は鳳綿鎮（現，密山）と泥鵬口

（現，虎林）に設置，「梵地」の鯛放をおこない，1911年までに992，000余駒の払い下げ面積とな

っていた曽）

　こうした「払下げ」が「致治的権力」と結びついた「財カ所有者」に独占される傾向は在地地

主権力の形成過程としてとらえられよう。

　さて，土地所有関係の概略をみると，5購以上の土地所有者が農家戸数の5％（約915戸）を占

めているといわれるが，この点はさしあたり資料のまま転記するにとどめたい。では，農作物別

一
駒当販売｛i衝格の時系列分析からみた農家収支への影響をみてみよう（第7表）。

　第7表は1駒当たりの収入を示したものであるが，1933年から34年にかけては，27，28年の水

準を大きく下圓り，35年においても「民国時代に於ける頃の2分の1の価格をしか維持していな

い」。あきらかに世界恐慌が特産大豆生産を直繋した結果であった。いま，密山県内の「模範的慮

作農家」5戸の収支を例示してみる（第8表），
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〈第7表〉

　　　　　　　作物

年次
大　豆 高　梁 穀　子 小　麦 包　米

1927年 56．00 62．46 62．58 62．76
一

28年 67．20 83．28 98．34 61．81
一

菖帽昏胴”早甲一胃一幽嘗幽一曾，” P辱一・幽曹・曽一雪馴謄騨騨 雫曹曹幽幽・曹9曹騨騨”串写 幽幽曹一，，騨贈“P雫幽幽曹 雪曹，騨騨胃“虚曹曹・，．， 騨旧辱雫鴨甲嘗・曹n胴”騨騨

1932年 25．20 41．62 44．70 　 55．50

33年初 25．20 41．62 35．76 43．40 46．30

33年末 7．80 9．71 13．37 65．10 18．52

34年 9．80 12．14 13．41 65．10 18．52

35年 28．00 3L23 31．29 62．93 46．30

＊密出県における1駒嶺平均生塵蒲の時価（兀）

　　　（出所：『民政部調査月報』1－3，30頁）

〈第8表〉

内　　　訳 虫な内訳農家

番号

　　項冒

年次

経営面積

（㈲
総収入
　　（元）

農業収入 諜叡入 雑収入

総，支出
　　（兀）

食　費 雇入費 公　課
差引収支

〔1〕
1927年

　　33年

60

50

4，330

LO15
3，800

　　765

280

150

250

100

3，570

1，789

820

590

1，020

　　390

120

225

　　760

△774

〔2）
1927年

　　33年

50

50

4，571

1，055．5

3，988．5

　　870．5

500

140

100

45

3，121．4

2，013．6

450

330

1，0王0

　　690

王22。4

183．6

1，449．6

△957．1

〔3〕
1927年

　33年

40

40

2，787

　　748．15

2，645

　　703、15

65

一

76

45

2，271

1，673．25

410

300

1，040

　740

90

2（｝2

　　5玉6

△925．1

〔4〕
1927年

　33年

30

30

1，976

　　619．4

1，831

　　539，4

85

50

60

30

1，545．5

　892．5

200

122

720

456

45

42．5

　430．5

△273．1

〔5〕
1927年

　　33年

25

25

L737
　　701

1，519

　　441

78

104

圭40

156

1，421

ユ，00L8

345

175

45◎

456

8L6
99．6

　　315

△300．8

　　　　＊ヱ934年調査による（密霞県）

　　　　△は差引不足
（出所：鍵罠政部調査月報譲1－3，31頁〉

　農家番号〔1〕は，5ヶ年の間に，経営面積を10繭減らし，33年には不足額774元となり，他の

農家も軒なみ負債を生じている。つまり，「模範的自作農家」の経営は，農業生産の場で重大な危

機に陥っていたのである。ところが，「雇人費」に象徴される雇用労働費の総支出に占める割合

は，27年と33年の比較で〔ユ）は28．57％，21．8％，〔2〕は32．35％，34。26％，〔3）は45．8％，44．8ユ

％，〔4〕は46，56％，51．09％，〔5〕は31．76％，44．51％となっていて，ほぼ一定比率を維持して

いる。これは，「雇農」層が，嶺該地区の農業経営に不可欠の位置を占め，かつ，全体として「雇

主」との関係において一定の地位を確保していたことを示している。「開拓」地域の「労働力不

足」という条件が，こうした事態を規定したひとつの要困であろう。しかし，33年の収支にある

ごとく，農業恐慌の影響は，「雇人費」の絶対的減少をもたらし，さらにはH本側の「土地商租
り　　　　　　　　　の　　　　　　　　　ロ　　　　ロ　　　　　　　　　の　　　　の

の結果，不耕作熟地」を生みだし，雇用機会を減少させるというなかで，「長工の賃銀」は，33年

の最高150元，最低12◎元が，35年にはそれぞれ120元，80元へと低下したのである。「雇農」層の

8
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生活条件が劣悪化したことも明瞭であろう。

　農家の「公課負抱」については，土記第8表にもあるように，総収入に対する比率でみると，

農家〔1〕は27年は2。4％であったのが，33年には22．1％に増大，農家〔2）では2．46％が17．4％へ，

〔3）では3．2％が13．6％へ，〔4〕では2．3％が6。7％へ，〔5〕では4．71％が14．2％へと3倍から10

倍もの高率を示していた。これが「模範的自作農家」なのだから，「これ以下の自作農及小作農」

は，「公課負掘」において「これ以上に大なる負担を負わされている」としなければならない。こ

の「践政部拓政司」所属の執筆者肉身が次のように述べざるをえなかったのである。「これ程の負

担を負はせ乍ら国家として此等農民に対する諸事業，諸施設は何等晃るべくも無く，僅か治安維

持のみ，之も，窟俗なる部分の農家のみが多く恩恵を蒙るだけであって，小農達はこの事につい

ても生命の危険を感じなければならない状態であるt7｝」

　1933年の初め頃，すでに「慮衛軍」や「救国軍」はその組織的抵抗を終えていたが，以上みて

きたような密山県での農民経済の危機はなお持続しており，この一般的社会的基盤の上に，数多

くの「匪賊」が存在しえたといえるだろう。そして密出県における農村社会の，もう1つの柱で

ある地主経済の内的構造をあきらかにすることによって，その社会的基盤をより深くとらえるこ

とがで’きる。

　弊常に不十分な資料である第5表からみても，「小作屡」はかなりの比率を占めている。物納

定額地代が最も普遍的で，第9表は，密山全県の「小作料平均」と繭当平均収量である。主要作

物3晶（物納地代でもある〉の平均収量との比較で，「小作料率」は，上地で22％，中地で21％，

一

下地で20％となる。

　しかし，実際の「納付額」はこれを上まわり，家賃，農具，役畜などの諸費虜，さらに田賦と

駒禍（これらを大租というが，納税義務は地主にある）の転嫁などがそれである。もちろん「保

甲費」は「小作人」負担である。かくて，「小作人」の手に入る収穫物は大煽な減少を示すのみか，

「商最経済」にまきこまれた市場的作物である大豆などは，市場価格の下落をそのまま反映し，

第8表のごとく，農民経済は悪化せざるをえない。密山県の場合，平均的商品化率は「大豆：97

％」を示し，その他「高梁：77％」，「粟：46％」，「米：64％」という状態であった。粟など顔家

消費蚤の多いとされる穀物も，最高では62％を商品化していたのである。「南満」との比較で，こ

〈第9表〉

地目 上　地 中　地 下　地

平均小作料（石〉 1．00 0．84 0．57

大　豆 3．44 2．92 2．2婆

高　梁 5．40 4護0 3．10

扇
盗
＿
平
石
均
v
収
鍵

穀　子 5．40 4．60 3．40

平　均 喚．70 4．00 2．90

（出所：駿政部調査月報諺1－4，33頁）
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れら商品化率の高さは第10表から明らかであろう。これら

「小作人」層が，第8表で明らかにされた「模範的自作農

家」の生活水準と比較して数段の劣悪さに陥しいれられて

いたことはいうまでもない。

　このようにみてみると，「満州事変」直後の32年はもとよ

り，33年から35年にかけて，密出県の農業経済のあらゆる

〈第10表〉

　　　　地域
作物

「南満」 密　山

大　　豆 83％ 97％

高　　梁 42％ 77％

粟 22％ 42％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出所：y羨政部調査月報sl－4，憩璽）

層が経済的危機に陥っていたといわざるをえない。その危機は，中国畏族にとっての植艮地支配

という政治的危機と結びついて，ひとつの「異なる政治的空間」をつくりだす（「抗日救亡」政治

の形成）条件となっていたといわねばなるまい。ここに，密出県一帯に，その「軍事的討伐」に

もかかわらず，抗日勢力が存在しえた社会的根拠があった。この「異なる政治的空闘」はなお流

動的であったが，これを密山県において意識化し，かっ，そこに組織をつくりだしたのが，33年

以降の中国共産党による抗日遊繋区の創出にほかならなかった。

　以下，主として密由地域の中国共産党を申心とした抗日政治勢力の形成にっいてふれておきた

い。なぜなら，この抗日政治の社会的空聞はすでに述べた密由県の社会経済的構造と現実を基礎

にして誕生したものであることを明らかにしなければならず，また岡時に後述する1937年7月以

降の植民地統治の強化（植民地的土地所有の大規模化）こそ，実は30年代前半期の密山察の社会

構造を根本から再編成してしまうほどの政治的経済的影響を与え，その結果，「抗日救亡」致治の

社会的空間は「窒息」させられてしまうことになったからである。

（2）密出票下の抗日政治勢力

　密出県内で抗臼武装が組織されたのは1932年春で，平陽鎮小石頭河子の「保董」蘇懐田，その

友入，躍宝貴，姦海山，楊太和などの指導下に200人ばかりを，「救国軍」の李延禄は救国軍総鷲令

王徳林の岡意を得た上で，「補充二跳として組織し，第1副随長に蘇懐田を，営長に揚太和，団

部翻官に轟海山を任命した。冒頭でふれた「平陽鎮事件」は，この夏「驚衛軍・護路軍司含」の

丁超らによってひきおこされたもので，蘇懐田はこの時殺害された。楊太和は三営を率いて，平

陽鎮小石頭河子を離れ，救国軍の基地興源鎮へ退いたt8｝

　この頃，32年6月には中共寧安中心県委（31年冬成立）が繧寧中心県委に改組され（書記：朱

守一），そのもとに寧安，穆稜県委，密山，東寧区委が所属し，党員293人を擁していた19，

　32年11月，緩寧中心県委の会議で，R本軍の攻繋（第10師団第8旅面）にそなえ，党の指導下

にある武装部団の掌握が提起され，李延禄指導下の補充団は，日本軍との戦闘直後の33年1月4

日，五河林で「反日遊撃総隊」を樹立，隊長に李延禄，政委に孟狸清，参謀長に張建東を任命し，

4個団と1支隊を置いた。しかし日本軍との戦闘で少なからず損失を蒙っていたので，第1団闘

長楊太和の部隊は密山に帰って遊撃活動を展開しつつ，散在する隊員を収容することとなった。

李延禄らの部隊は寧安にひき返し，1月下旬，救國軍が互解したもとでの残存部隊と聯合して

10
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「東北抗臼救国游撃軍」を編成，あらためて三綱団（このうちの第1団が密山の揚太和で約60入），

歩兵営，騎兵営，游繋支隊とした。合計800余人であった9°）

　その後4月3日，李延禄らは，圧清県馬家大屯で東満特委書記童長栄から，33年1月26日付中

共中央の「満州各級党部および全党員に与える手紙」の内容を伝達された。この「1．26指示」を

聞いた李延禄らは，密山一幣の霞衛軍や護路軍の残存部隊とも連絡をとるべく，密由への展開を

決定し，寧安や圧清出身の部隊員の「思想整頓工作」を行った上で（というのも5月下旬，密山

への移動を拒否した兵士80余人の逃亡事件があったため），6月，密山へ出発した。6月下旬，李

延禄ら400余人は，密山県平陽鎮近くの大石頭河子で楊太和の第1団と会師することとなった！1＞

　ここで，部隊の整頓をおこない，吉東馬（33年5月成立，繧寧，虎饒，東満を指導）職工部長

呉赤峰とともに，軍内に党支部再建，反臼会の組織「反日出林隊」との聯庸会議の驕催などをと

りきめ，7月，各反H武装勢力と共岡抗日しうるように「東北人畏抗臼革命軍」と改称した望し

かし，33年後半期の密出での活動は，9月に「平陽鎮攻撃」計癩をたてたが，逆に，向陽鎮（半

裁河）の「満州国軍」と「地主武装隊」に攻撃され損害を受けるにいたった。こうしたことなど

が兵士に影響し，「離隊」するものも増加し，寧安からきた部隊も帰還してしまった13｝

　李延禄らはこれらの状況のなかで，10月6日，密山県城攻繋をおこない，城内の「抗B会」員

と連携して越冬用の物質や武器を獲得することができたという94｝

　これより先，32年冬，中共密山区委は密山県委に改組され，朴鳳南が副書記，李成林が蜜伝部

長となり，穆稜河北岸の姶達河頭段に県委機関を設置した。33年3月，密山県反層総会が成立し

たが，その頃の全累党員数は300入余であったgs

　ところが，この県委の朴鳳南と「東北入民抗日革命軍jの李延禄らとの問に，抗日のすすめ方

をめぐって意見の対立が生じていたという。李延禄の園想によれば，第1は「亮山」，「邸甲長」，

「王蔭武」という3つの「山林隊」グループと「団結抗日」しうるかどうかという問題。第2は，

33年11月のH本側の「鉄砲，地券取り上げ」政策からはじまった「土龍山暴動事件」につらなる

運動への支援をおこなうべきかどうかの問題。この2つとも，李延禄はおこなうべきだ（事実，

33年宋に「東北人民抗日革命軍」は4入の参謀を謝文東のもとに派遺していた）と考えたが，朴

鳳南はいずれも反対したという。これらの問題以外にも，「中国人は中国人を攻繋するな」とい

うスW一ガンに賛成していた李延禄らにたいし，それには「階級的内容がない」とする県委から

の批判があった。34年2月，これらについての合岡緊急会議は結周結論を出せず，李延禄ら4人

を上海の党中央に派遣し指示をあおぐこととなった16｝李延禄は，上海で王徳林や李杜（上海抗臼

救国会武装部長）とも会い，江洒ソビエト区から来た毛沢民の指示を受け，7月密1灘に帰ったgn

　この闇，密山県委は34年春，反臼会が弾圧を蒙るなかで，姶達河溝に独自の「密山反日游撃隊」

を組織し（3N20H＞，｝B歴4月丁旬にはヂ第2次姶達河暴動」を計画したが，日本軍側の「討伐」

に遭い，隊長の朱守～は犠牲となった。その後，穆稜河の南で活動していた李延禄部隊と游撃隊

は合岡作戦をとり，穆稜河の河北へ移動した11S〕
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　1934年秋，中共コミンテルン代表団から吉東に派遣された呉平（楊松）は，34年4月に破壊さ

れ6月に組織的に解消されていた「中共吉東局」の再建をはかり，その過程で岡年10月「満州省

委巡視員の資格をもって，恰達河溝に「密山県委拡大会議」を召集した。そこでは，「密山游撃

隊」と「東北人鼠抗日革命軍」の統合を決定，r抗日同盟司令部」を設置，新しく選出された密山県

委が指導することとなった。しばらくして，「東北抗日嗣盟軍第4軍」と改称するが，これは「南

満，楊靖宇第1軍」，「吉東・王徳泰第2軍」，「姶東・趙尚志第3軍」との関連であり，「寧安・周

保中第5軍」も予定されていた99）

　呉平は，李延禄の囲想によれば，「抗臼救国6大綱領」にもとつく，「虜覚的統一戦線」への移

行を強調し，たとえば，謝文東らが「抗日」であるかぎり「聯合」しなければならず，その意昧

で「ソビエト革命」ではなく「抗日」という点からみると，「東北人民革命軍」の名称は変更すべ

きであるとした。また，勃利票の青山で蘇衛仁が実施している林業資本家に対する「救国掲徴税

糊度」も「抗B游撃根拠地」の建設方式のひとつであると指摘した野圓想録からくる鋼約はある

が，34年秋頃力・ら「抗日」のもつ政治的意昧が第1線のレベルで，しだいに定着しはじめていた

ことがよみとれるだろう。

　34年12月，日「満」軍による密山穆稜河の北部山地に対する「掃蕩」を避けるため，勃利県大

通溝一帯に移動，勃利・密虫・穆稜の三県の山岳地を中心に活動を展閣，35年1月頃には3奮余

名の「反日会」を各地に組織した。抗日岡盟軍第4軍の「一団長」楊太和らは，密山・勃利交界

地帯で活動するなかで，「満州国軍」の「反乱部隊」を編入し，2百人に増大していた。他の団も

依蘭や勃利で発展した。こうして，35年9月頃，第4軍は7箇國と一独立旅という建制をもつに

いたったli｝

　このような発展のひとつの重要な基盤は，35年はじめ頃から本格化しっっあった「抗日武装勢

力」との共岡行動であり，また「満州国」側の軍警との問での「秘密不戦盟約」締結という，多様な

軍事作戦（「抗臼岡盟関係」とよばれた）の展瀾にあった。これらが「抗日」を基軸とした政治的

再編成を意味したことはいうまでもない。さらに，反E会，婦女会，毘童団といった大衆組織の

拡充もそうした動きの嗣環であった。ちなみに35年7月，上海抗日救国会の武装部から派遣され

た王克道（王大穎）記者の第4軍視察とその後の報道は，全国的に東北の抗日運動が知られるこ

とになったものであった。この頃，密山・勃利・依蘭・方正一欝には，「抗日宣伝」のビラやスW

一
ガン，パンフレットなどが第4軍によって配布されていたという撃

　ちょうどこの頃，35年9月はじめ，「東北入民革命軍ag　3軍」と「東北抗懸岡盟軍籍4軍」の指

導書たちが会合した時，吉東特委（35年春成立のち，36年2月破壊さる〉から送られてきた「中

共中央8・1宣言」（「抗日救国のために全同胞に告げる書」）を受けとり，そこで言われている「東

北入艮革命軍や各種の反B義勇軍の抗臼聯軍への編成替」を展開することになった。その一環と

して，李延禄は謝文東や李華堂と連絡をとり，9月26日，南ヨ錫の「満州国軍」拠点を攻撃，成

果を得た。10月11日付の「東北抗日聯軍から関内軍政指導者および各種団体に宛てた電報」も，

12
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抗臼聯軍形成への歩みであった。この年の日本軍「秋季大討伐」に対しても広範囲に移動しっっ

抵抗をっづけた。

　翌年36年1月26日，湯原県で開催された「東北反日聯軍軍政聯席拡大会議」は「東北反臼畏衆

軍」の謝文東や「自衛軍」の李華堂らを交えて，「東北人民革命軍第3軍」，「東北抗H同盟軍第

4軍」，「湯原抗臼游繋総隊（1月30臼には東北人民革命軍第6軍と改称）」の代表者たちによって

主導され，「東北反臼聯軍臨時政府」の樹立と，「菓北民衆反日聯合軍総司令部」の設立を決定し

た（総司令：趙尚志，総政治部主任：張寿鐘：｝。しかし，これは「北満」を中心としたもので全東

北的規模のものではなかったが，その後2周2帽に出された「東北抗臼聯軍統一軍隊建制豊雷」で

は，東北各地の抗臼武装勢力を「東北抗臼聯軍」と総称し，各部隊番号の確定をおこなった13｝李

延禄の指導する第4軍も，36年2月には「東北抗日聯軍第4軍」として新たな建制となった。こ

のとき部隊は2，100余入にまで増大していた94）3月15日，李延禄は中央の指示で関内に入ること

となり，後任の李延平はかれを密出まで送り，李延禄はソビエト経由で関内に赴いた。同年4月，

すでに牡丹江から勃利まで「図佳線」が修築されている（註（40）参照）条件のなかで，日本軍は勃利・

林ロー帯に「春季大討伐」をおこない，抗日聯軍に損害を与えた。一方，聯軍は5月下旬，密山

県の姶達河街に攻繋を加えたIS｝

　その後，第4軍は「三江雀」の富錦，宝清に新たな「游繋区」を開き，36年秋には，虎林・饒

河で展鯛していた第4軍2師が独立して「東北抗日聯軍第7軍」（軍長：陳栄久，参謀長：雀石泉）と

なった。第4軍は36年の冬，宝清堅大葉子溝を中心として基地をつくり，部隊の整頓をおこなった。

　ところが37年7月の「盧溝橋事件」後，日本軍は「後方安定化」のため，「満州国軍・警察隊」

を主体とする「三江地方Jに対する「討伐」を強化，岡年7月から39年3月末までの21ヶ月聞継

続させた16｝軍事動員数でみると，33年上半期の「討伐」では数百人でしかなかったのが，34年秋

から35年にかけては4千人規模に，そして36年夏の「南満抗日游撃根拠地」への攻繋には日「満」

軍1万6千人による「掃蕩」がなされるにいたった。37年7月以降は，「三江省」を重点的地区

とし，「関東軍第4師団，満州国軍混成第16旅，23旅，27旅，28旅，靖安軍4個団，興安軍支隊」

など，合計2万5チ余が投入されたのである警nそして37年末から38年春にかけて「三江地区」の

「反満抗日軍jを包囲鎮圧にあたった。もちろん，だからといって簡単に「鎮圧」できたわけでは

なく，すでに「葉北抗田聯軍」はこうした事態に対応して，37年10月「菜北抗日聯軍第2路軍1

（総指揮：周保中，もと抗聯第4軍，第5軍，第7軍，第8軍，第10軍などを統轄）を編成，38年

春，「西続」という突破作戦を展開し，「激後方の游撃根拠地」創嵐をめざした。しかしながら「西

紐部隊」が勃利・密山・穆稜を経由した5月下旬，この地域は完全に「集団部落」の創設が完成

してしまっており，部隊の補給に大変大きな困難をもたらし，結果として「西征」は挫折してし

まった。そして第4軍の主力部隊は，38年9月から11月にかけて臼「満」軍に捕捉され，その政

治的軍事的影響力を失ったのである18）

　以上，密山県を含む地域における陳北抗H武装勢力」による抵抗運動の一端を紹介したのは，
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36年から37年にかけて，全体として大きな発展（37年上半期に兵力は総計2万余に達したme））をと

げたにもかかわらず，なぜその「游繋根拠地」を確保しえなかったのかという問題に接近するた

めであった。逆にいえば，罠族矛盾の激化するなかで，1930年代前半の経済的危機を前提にして

「抗臼救亡政治」が創出しつつあった，「満州国」とは「異なる政治的空間」を，植民地支配の側が

どのようにほりくずしえたのかを問うことでもあるIG）もちろんこの政治的空間は，地理的空間に

のみ還元しうるものではなく，社会構造の奥深いところにもあると考えるべきであろう。したが

って，「抗日游撃根拠地喪失の原困」は多層にわたるはずであり，単純化しえないが，次節では

「はじめに」でふれたように1930年代後半期における「植民地的土地所有」の強権的創出が，密山膿

を中心とする「東安省」における，「満州国」とは「異なる政治的空間」を「窒息」させる重要な

条件であったことを分析しておきたい。

ll．「東安雀」における植民地的土地所有の形成

　行政区画としての「東安雀」は1939年6月1日，「北安雀」とならんで新設された。所轄区域は，

密山・虎林・饒河・宝清・林口・勃利の6県である。

　「満州事変」後は，吉林省に属し，34年12月の地方制度改変で密鐵・虎林は濱江憲に，饒河・

宝清は「三江省」に所属した。その媛，37年7月「牡丹江省bの新設では，密山・虎林が所属し

た。39年6月の「東安省」薪設では，「三江省」の饒河・宝清，「牡丹江省」の密山・虎林，「三江

省」勃利県の南部と「牡丹江省」密山・穆稜両県の一部を合して林口県とし，これら5県で発足

した。のち，4ヱ年1月「三江省」勃利県を編入，6票となったli｝

　いわゆる「東北満」地域の雀レベルの所轄変更がきわめて頻繁であった理由は，「東安省」断設

時の「国務院総務庁次長」の談話（39年4月18日）に明らかである。すなわち「満蘇国境に於け

る国防的建設を軍事上の諸要請に即応せしめ」るうえで，「新省は必然的に国防的要請をその運鴬

する行政の上に反映せしめ得る如きものでなくてはならぬBa」と。そしてこの直後，5月ユ2浸「ノ

モンハン事件」が「満・蒙国境」で展開する。行政区画の再編が，こうした「国防体翻劃ヒの一

環」に位置づけられ，「国境雀」が「蘇聯の観観を粉砕するため臨機応変の処置を講」じられるよ

うに，「雀長の権眼を拡充」するばかりでなく，「国境建設の完全なる遂行は践心の帰服，民生の

安定の裏付」が必要であるとして，「弘報」，「民生」，「参事宮糊度」の強化が重要だとされてい

た13｝「東安憲」も，41年3月の改変時点で，第1図のような機構を備えていた14）

　その後，第2次世界大戦（アジア太平洋戦争）下，43年10月には「牡丹江」，「闇島」，「東安」

の3憲を統合し「東満総省」（総省長：三谷清，次長：田村で山定）とし，さらに薦年5月，「牡丹江」，

「東安」2雀を「東満雀」（省長：五十子巻三〉とするにいたった。明臼に戦争体制と表裏Lた改変

であった。このことは県レベルについてもいいうることで，機構人事の点で「東安憲」の虎林・

鶏寧・密山の県長は日本人が任ぜられた。日本側駐屯部隊との「連絡折衝を円滑ならしめるため」

14
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（出所：『満州国現勢・康徳九年版』，137頁）

という理由であったls）

　ではこうした「東安憲」薪設にみられるような政治的背景は何であったのか。

　1938年12月10臼，関東軍司令部の「満州国に対する内面指導」として「国境方面に於ける国防

的建設に関する要望事項」が提示され，その方針に「現下の事態に鑑み日満共澗防衛の見地に基

き対蘇諸準構の一瑳として北満開発の一重要部門たる国境方面に於ける国防的建設に関し……そ

の施策の集中徹底化を図る」ことが強調された野この「国境建設」方針は，すでにふれたように

39年4月の「総務庁次長談話」に反映され，つづいて5月15H，「北辺振興政策」として3ヶ年計

画（国境7省の国防施設整備，地場産業蘭発，艮生振興）が発表された17）

　当初38年12月の「要望事項」において，「国境」地域の重点地区の筆頭（「甲方繭（イ）」）にあげ

られたのが，F牡丹江雀，特に牡丹江市及虎林，密由，東寧，穆稜の各県」であり，39年6月の新

設「東安省」の所轄票がそこには含まれていた。そして「北辺7省Jにふりむけられた特鋼会計

歳出決箪は，39年からはじまって43年（44年から廃止）までの5ヶ年問に，合計2億1，930万円に

のぼった。とくに，39年から41年までの3ヶ年に93％にあたる2億338万円が集中的に投下された。

その内，39年予算を例にとると，「交通部請負事業」が総額約5千万円のうち43％の2，200万円を

占め，国境道路建設をはじめとする交通施設に重点があった。40年予算においても，飛行場整備

王5
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などに璽点がおかれ，「交通部予算」は総額約8，691万円のうち60％（約5，200万円）となっていた。

　「北辺7省」の各憲別予算枠は第11表のとおりで，39年総額2，424万円のうち「間島，牡丹江，

東安，三江」の東部4省が59％を占め，「黒河，興安北，北安」の北部3省とならんで「国境」地

域に対する政治的軍事的措置を反映させていた野

　では，「北辺振興」の対象となった「東安省」の状況を，40年から41年頃の時点でとらえてお

こ響

　面積は47，000㎞f（「九州」より1万kn’多い），650k阻にわたってソビエト連邦と「国境」を接し，

中央部は東西に完達山脈が走り，穆稜河は虎林・密山覇県の中央を東流し，ウスリー江に注ぐ。

この流域は密山平野として，地味肥沃という。鉄道は「図（椚）佳（本斯）線」580．2km，「虎（頭）林

（口）線」335．2kmが開通している。「農業移民・開拓」との関連で書及すると，咽佳線」のうち，

図椚から寧北（牡丹江）までが35年7月，寧北から林口までが36年6月，林口から佳木斯までが37

年6月に完工，「図佳線」全線が完成した。「虎林線」は，まず林口から密山までの170．9kmが34

年5月起工，36年6月完工，ついで密山から虎頭までの164．8kmが35年2月起工，36年ll月完工

（正式営業は37年11月開始）というように，37年半ばまでにはこの地域の基幹となる鉄道が敷設終

了していt，　le｝さらに，「北辺振興」の重点政策であった道路網の建設は「交通部直轄東安土木工

程処」があたり，軍事的道路（「警備討伐道路」を含む）のみならず「開拓道路」としての役割を

握わせた。航空路も，牡丹江一束安間，佳木斯一宝清一東安，東安一虎頭一饒河のルートが開設

された。これら交通運輸システムの出現は，明らかに「抗日武装jlことっては地理的空聯勺狼隈

化をもたらしたものであった。

　1941年1月，「三江省」の勃利県を編入した結果，総入口は約66万入となった。各県別統計は

第12表のとおりとなる。

　財政的には，41年度歳入総額の18％が固有財源（税収および税外収入）であり，他は「国庫補

〈第1俵〉

　　　北辺七省

年 間　島 牡ヂ｝江 東　安 三　江 北　安 黒　河 興安北 その他 合　計

1939年 2，151 4，285 3，186 4，687 1，532 5，542 2，856 24，241

1940年 2，322 3，042 3，469 3，575 3，282 3，892 2，825 1，410 23，820

増　減 十171 一 1，243 十283 ・－ 1，112 十1，750 一 1，680 一
31

一婆21

　　＊単位は干円，資以下切捨によるため合計のみ不整合。

　　　　　　　（出所：野満州国史s総論，1970年，665頁）

〈第12表〉

各県 密　　虫 林　　口 宝　　清 饒　　河 虎　　林　　勃　　利 舎　　計

癒　穣〈醸〉 13，439 3，335 8，827 5，422 10，374 6，328 繧7，725

人　口（入） 330，765 61，260 69，034 14，652 47，122 14◎，097 662，930

（出所ゾ満州国環勢・康徳九年版2，137頁〉
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〈第13表〉

歳 入　内　訳 歳 戯　内　訳

税　　収 433，131 警　　察 2，841，072（50％）

税　　外 577，570 県補助 （15％）

国庫補助 4，648，780 勧　　業 （10％）

衛　　生 （7％）

土　　木 （4％）

営　　繕 （3％）

教育など （2％）

合　計 5，659，481（円） 合　　計 5，659，481（円）

（出所：le満州国現勢・康徳九年版s，137頁）

　〈第14表〉

　　　　　　　　　各県

19畦0年
密　　由 林　　口 両幽 蹴玉　　　ぞ再 饒　　河 虎　　林 勃　　利 合　　計

農家戸数 20，504 6，667 7，9護3 1β13 4，161 18，683 39，771

耕地面積 112，175 14，703 26，333 3，497 10，081 58，221 225，010

可耕顯薫穣 548，792 31，851 617，677 15◎，714 274，396 31，726 1，655，156

寧薗積の単位は陥

　　　　贔　翻
ig40年

大　　豆 包　　米 水　　稲 高　　梁 小　　菱

生　塵　彙 63，690 46，066 44，150 36，050 14，483

出　蒜　量 29，463 3，603 27，688 14，490 5，821

　　　　　　　　　　　＊単｛立はトン
（出所：1「満州国現勢・康争惑九年版』，138頁）

助」に依る。概数は第13表のとおり。歳出費圏の「警察」が50％を占めている点に注醤したい。

　産業領域では，大豆，包米，水稲，高梁，小麦生産を中心とした農業が圧倒的であり，40年度

の各県別現況は第14表のとおり。

　なお鉱業では，石炭が鶏西・滴道（滴道駅北方5キロ）・城子河（鶏寧駅北方5キロ）・悟山（鶏

寧駅南方10キロ）の各鉱山で採掘され，鶏西のみが個人経営で，他は「満州炭砿株式会社j（1934

年5月創立）の経営になる。ただし，41年，「密山炭砿株式会社」として独立し（満州重工業開発

株式会社系列），上記三採炭所を有し，粘結性灌青炭を産出，製鉄嗣に朝鮮方面に輸出し，42年の

生産高は218万トンという（滴道，109万トン，城子河，49万トン，恒山，60万トン）♂1｝

　おおむね以上で，「東安雀」についての概略を述べてきたので，次に，「東安省」における植民

地的土地所有の形成にかかわる問題群をとりあげたい。そして，この問題群こそ，目本側の「東

安憲藷にたいする敢治的経済的要求を具体的に示すものであった。

　まず第1に，日本側の「満州農業移民政策1が，どのような内容をもっていたのかについてみ

よ響

　糊知のように，本格的移属期の開始をつげるものとされる1936年5月11日の「関東軍司令部・
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満州農業移畏100万戸移住計画」（20ヶ年500万人の移住）は，移民用地にっいて，「国土開発，国防

上の要求，交通，治安，耕作物等の関係を考慮して選定し，主として満州国政府に於て之を整備

するものとす」，「（1）国有土地（逆産地を含む），②公有地，（3）不明地主の土地，（4）其他未利用地，

を優先的に充当し努めて先住民に悪影響を及ぼさざる様考慮する」と指示し，さらに移畏用地の

予定地域に，「三江省地帯，300万町歩1など合計1，000万町歩が指定されていた1窪｝つづいて，「関東

軍参謀長通牒」として，36年7月9臼付の「日本人移民用地整備要綱案」が出され，そこでは，

「取得は迅速確実且廉緬ならしむること」と，「現住民に悪影響を及ぼさざる如くすること」とが

併記され，「満州国政府」が「1月以内」に「移民用地域の決定」をおこない，「1年以内」1：　「調

査」し，「用地の決定」までおこなうよう決められた。そして，「土地の買収は満州国政府斡旋の

下に満柘に於て之を行ふものとす」とされ，資金調達も「満拓の増資及社債発行」に依るものと

された1むこれらの提議は，「満州現地案」として，「20力年IOO万戸送出計画案」にとりまとめられ

たが，日本政府側もこれらを基礎にして「拓務省案」を作成，36年8月，広獺弘毅内閣のもとで

「7大国策」の1っに「満州移罠政策」が認知された。「拓務省」は，37年5月，「1◎◎万戸送出計

画」のための「第1期計画実施要領」を公表，集団農業移罠の具体化をはかった野

　すでに「関東軍参謀通牒」において提起されていた「移艮用地llの買収については，「満拓」が

おこなうとされていた。そして，これは37年7月7日の嘘溝橋事件」前後の間に，「関東軍」主

導下のもと「満州国政府当局」と日本側とが協議を重ね，8月2H，「満州拓植公社ノ設立二関ス

ル協定」の調印がなされるにいたった。「満州拓植公社」は，36年1月設立の「満州拓植橡式会

社」を「継承するものであったが，「s満合併の株式会社」（双方1，500万円ずつ出資）であること

や，「移住ヲ助成シ満州国国土ノ開発」を前文にうたい，「公社定款第2条」には，移住助成・金

融事業・「移住罵土地ノ取得管理及分譲」という移民にかかわるすべてを網羅していた野

　第2に，こうした経緯を経て設立された「満拓公社」は，移往用土地取得にどのようにかかわ

ることになったのだろうか。まず，「満拓公社」が「満拓会社」から引きっいだ土地は，235万2，855

ヘクタールで，価格は2，497万円余，1ヘクター一ル当たり10円61銭であった。っいで，「満拓公社」

は37年8月から41年3月末までに，「地券面積」（開拓嗣地整備面積）1，172万経百を取得，そのうち

「地価支払面積」は592万5，176随であった。「満州国政府」（39年2月，従来の「民政部拓政局」を

拡充し「開拓総局」開設）による取得面積を含めた総計は第15表のとおりであった。

〈第15表〉

　　　　整爾烹体
区　分

「満州圏政府」 「満州拓植公社」 計

整備着手面積 8，306，000 11，720，000 20，026，000

地価支払面積 4，875，754 5，925，176 10，800，930

地燭朱払醸積 3，430，246 5，794，824 9，225，GO◎

　　　　　　　　　　＊単位は踊
（出所：霧多一雄ge満州蘭拓論」，364頁）
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〈麹6表〉

地域 「雀」別 敏府整備」 ヂ満拓整備」 計 合　計

1．黒　河 17，042 205，974 223，016

覧満」 2．北　安 1，457，628 589，965 2，0嘆7，593 4，657，306

3．三　江 136，636 2，250，061 2，386，697

4．東　安 186，909 1，049，345 L236，254

「東　満」 5．問　島 32，595 1，208 33，803 1，488，216

6．牡丹江 45，303 172，856 218，159

7．濱江 169，416 943，100 1，112，516

「申　満」 8．吉　林 231，988 356，902 588，890 4，160，42篠

9．龍　江 2，172，894 336，124 2，459，018

10．興安東 166，512 2，055 168，567
「西　満」

11．興安南 0 1，125 1，125

｝169・692

12．奉　天 62，006 1三，605 73，611

「南　満」 13．錦　州 120，926 2，753 123，679 202，909

14．安　莱 3，217 2，102 5，319

合　　　計 4，753，072 5，925，176 10，678，247

＊単位は晒，ただし「政府」は40年末，「満拓」（k41年3月末の集計

　（出所：喜多一一dew満州開振論s，364～65頁，第2・3表より作成）

　　　〈第2ER］〉

「満州朋拓用地整備図」

＊番号は，第16表の「釜」名と対応

（出所：喜多一一tw『満州開柘論3，367頁）
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〈第17表〉

熟　　地 荒　　地
総面積

水　　田　　　畑 二荒地 荒　　地

1，188　　117，629 23，295 907，234
東　　安 1，049，346

11．3％ 88．7％

5，506　　343，416 186，083　1，715，055
三　　江 2，250，060

15．5％ 84．5％

5，853　　ユ51，172 ヱ52，233　　633，862
濱　　江 943，100

16．6％ 83．4％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊単位は晒
　　　　　　　　　　　　　　　（出所：書多～雄e「満州開拓論あ372頁，第8表より作成〉

　この「整備着手面積」の総数約2，000万晒のうち，「地燭未支払面積」922万5，000隣（約46％）が

存在するが，さらにそのうちの約70％（643万6，000余園は「官公有地」であり，事実上，「着手

繭積」が「政府」および「満拓」の所有地となっていたといえる。この面積総計は「目本内地の

耕地面積約600万町歩の3．7倍強に当たる」のであって，当時にあっても「驚くべき巨簗ではない

か」といわれていたln

　「地価支払面積」約1，000万隔の「雀別整備土地面積」を示したのが第16表で，ド北満」，「中満」，

「東満」の地域的偏在が明瞭である（第2図）。

　ここで，「東安省」に着冒すれば，いわゆる「東満」全体の83％を占めており，「1衛レベル」

の土地取得という点では，「北安，三江，濱江，龍江の各雀」とならんで重要拠点として位置づけ

られていることがわかる。しかも，「満拓整備総面積」からみれば，「東安省」はf三江，濱江の

各省」とあわせて，424万隔で，さらに，「満拓整備土地」の地冒別統計をみると，上記「東安，

三江，濱江の3省」は，第17表のような内容を示していた。

　みられるように，「東安憲」での「満拓取得地」のうち，11．3％（11万8，800阪）が「熟地」，残

りの88．7％（93万階）が「荒地」であった。全体としてみると，「満州国政府」の取得面積のうち，

c熟地」は21％（101万5，000β酊，「荒地」は79％（378万3，000芦一li），「満拓」の取得面積のうち，「熟

地jl9％，「荒地」81％となっていたgs）

　こうした「取得熟地面積」の比率の少なさと，いわゆる辺境地域を「取得」したこと（入目密

度の低い地域）をもって，当時，「これこそB本入溺振民が，原住養の先住地域を避けて，懲ら未

耕の荒野を開拓する難行道を踏みつつ，秩序あり，協調ある異民族協和翻家を樹立せむとする

皇道的意図の表はれでなくして何であらう」と述べられたりもしたが鯉純粋の「無主先占」の場

合ならいざしらず，また，その自らの「善意」なるものを自己の政治的「必要性」から切り離し

て論ずる点もしばらく措くとして劉果たしてこの比率論で「土地取得の正総生」を主張しえたで

あろうか。

　「東安憲」の場合を具体的に検討してみよう。まず，「満拓取得地」の「熟地」11万8，800照と，
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第14表に示された耕地面積22万5，000階とを比較すると，両者の差，っまり耕地面積の10万6，200

随が，かろうじて「満拓取得」の対象から外されていたにすぎず，それとてもおそらく「政府

取得地」の「熟地Jによって侵蝕されたことは彬像にかたくない。少なくとも，「東安雀」耕

地面積の52。8％が「満拓取得地（熟地）」とされたのである。「東安省」での「満拓取得地」104

万9，000階のうち「熟地」が11．3％でしかなかった（全体の平均は19％）とする現実はこのよう

なものであり，現実に所有しかつ耕作する中国の農民層（地主を含めて）への強権的土地収奪

であり，植艮地的土地所有の強行的創出にほかならなかった。その後「東安雀」に所轄される密

山県の場合，1936年4月までに「商租面積60余万晦が「取得」を受け，60％以上の住民が土地

所有権を：失い，「満拓の小作入」になったというli｝　「取得した熟地」比率の低さは，その先住耕作

農艮にたいする「土地収奪」であることをなんら否定するものではない。ある当事者の醤及によ

れば「従来満人が入地し相当に落着いて耕作しているような処でも日本人の入植に都合がよく，

したがってその定着に便利のよい土地は無理してまでも買収して仕舞うというような場合も起こ

った。これが先住の満人，漢人達には非常に侵略的な印象を与えるにいたった」といわれ，さら

に「半強制的に軍権をもってまで買収を強行した」とされる塑

　そこで第3に，「満拓」の土地取得の具体的内容を，主として「買収価格」の問題からあきらか

にしておこう。

　「整備土地価格」の構成要素は，

　「1．土地原価一土地収買価格

　2．補償費一原佳援の居｛主せる地域にありての地上物件収買費と，不動産取得税に栢当する

　　　　　　　　金額の交付分，水路補償等の計額

　3．附帯費一土地取得に要する事務費」

からな醇㍉百当平均土地原価は，民有地の「熟地」平均80円，「荒地」平均8円，ということであ

った14｝　ag　18表は，時系列別土地原極（平均）の推移である。

　さらに「東安省」を含む地域の購当最高地緬を示すと第19表のとおり。最高地価とは「熟地」

のなかでのものであり，最低地緬とは「荒地」のそれである。

　ところで，すでに早く1934年3月，「関東軍特務部jは「吉林省東北部移民地買収実施要綱」を

〈第18表〉

「整備霊三体」 年　　度 整備面積（β薦） 単価（円）

「東亜勧業および

満州拓植株式会衝

193嘆．1～

　　玉937，8
1，007，952 5．6虞

「満州拓植公社」
1937，9～

　　玉94L3
4，909，743 16．35

「満州国政府」
1939．1～

　玉940．玉2
4，753，072 21．11

（撫所：書多一雄e「満州開捕論s，377頁）
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〈第19表〉

「東安」「間島」

「牡丹江」平均

A．療　　樋 269．54（円〉

水　田 P刷，顧曹曹魑・曹曽　幽曹響，，隠騨騨”雫一F國写一・幽曹曹響・　隠PP” 軒開写噂噂”曹畠曹幽幽曽曹曽曹暫”騨¶騨騨胃

B．原価・捕償・附帯 474．47

最高地価
A，原　　招麺 105．18

畢　田 騨騨鴨騨駒騨騨“一写P一甲‘魯・曽魑暫一一儒騨隠隠”P”，一，一一醒幽 ・曹9，隠騨胃”胃雫γ一雫一7一一■曹曹曽・・

B．原価・補償・附帯 135．16

A．原　　価 王6．17

最低地価 荒　地 櫓騨PP騨雫罰卿・雫▼一一幽鍾暫　幽響響，，P騨騨騨騨F，　一一一曹一冒幽 一曹胴旧P騨”騨甲雫F－一冒一曹幽一響．惣需

B．原価・補償・附帯 35．82

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出所：喜多一雄『満州醐拓論，378頁）

提示し，「細部要領，第2，荒地は頚向当り国幣2円を標準とし，熟地の買収価格は成るべく安懸

に現地の実情を参酌し20円を越えざることとす」と指承していた。ここでいう「吉林雀東北部」

とは，「依蘭及密山」を中心とする地域で，のちの行政区画でいう「三江省，東安雀」を指してい

たls）ほぼ同じ頃（1935年9月末）の「三江省公署民政庁」の調査によれば，「依蘭県」の土地売買

衝格は第20表のとおりであった。

　もし，34年3月の「指示」どおりに取得したとすれば，「荒±Lk　」が2円ということだから，中期

地売買相場の約20分の1，上則地なら30分のf，の値段で「買収」したこと1こなる。「熟地」の場合

も，20円ということだから，畑地（中則）で4分の1，上則なら6分の1の値段となる。

　当時，「濱江省」所轄芋の「密山県」の場合，買収地1諏は，相場の1－2割で「買収」されたと

い響

　あきらかに，土地売買相場を下まわって取得したということができるだろう。これは，浅田喬

二氏も指摘するように，「まさしく，日本帝国主義による原佐農民からの植畏地的土地収奪」と

規定しうるものであり鯉植民地的土地所有関係の創出でもあった。

　さら1［　，第4の問題として，「満拓公社」，あるいは，1939年1月v産業部外周」として閣設さ

れた「開振総局」の保有した「移民用地」内に形成された植民地的土地所有関係そのものの検討

が必要となる。これは，中国農村の側からみた問題として次節においてとりあげるので，ここで

は，鱈島和彦氏の臼本側からみた分析にしたがって概観するにとどめたい塑

〈第20表〉

　　　等緑
種別

上　則 申　鋼 下　期

畑　地 12L40 82．80 58．40

水　田 100．00 70．00 40．00

瀧地 60．70 4L40
…

　　　　　　　　＊単位は円，1駒当たり
（出所：国務院総務庁情報処『雀政彙覧第4輯

三江省（日文）21936ge　3月，102頁）

〈第21表〉

年次 整備衝穫 小作地颪積 小作戸数

1937 2，352，855

39 5，713，199 560，245（9．8％） 87，755

40 （44N） （86，000）

41 6，515，婆62 402，273（6。2％） 85，455

4婆 6，138，358 321，196（5．2％） 85，995

　　　　　　　　　　＊単位はヘクタール，戸

　　　　　　　　　　　なお，1940年は概数のみ
（出所：脇本帝国主義下の満州移民s，203頁より作成）
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〈第22表〉

総 数 管理入1人当たり

事務所 管理人（入） 戸　数（戸） 面　積（㈲ 管理戸数（戸） 管理弼積（駒）

佳木斯 287 20，397 162，133．84 71 6，564．92

牡丹江 109 11，64護 85，132．8荏 106 781．03

ハルビン 230 14，615 185，759．73 63 807．65

チチハル 50 2，720 53，594．70 54 1，071．89

吉　　林 146 19，789 126，136．80 135 863．95

束　　安 62 15，241 101，188．77 245 1，632．07

本社藏轄 52 3，349 28，173．02 64 541．78

計 936 87，755 742，119．70 93（平均） 792．86

＊原資料は，「満拓公社・業務概要讃（1940年），218頁。

　　　（出所：「B本帝国空義下の満州移昆雷，206頁）

　「満拓公社」の取得した「熟地」における「小作地面積と小作入戸数」を示したのが第21表で

ある。

　「満拓」は，取得してからの「土地管理事業」の重要な柱として，「小作地制度」の導入をはかり，

第21表のごとく，各年とも「小作戸数」8万5，000戸を維持し，それとの闇に1年契約の「小作関

係」をもっていた。そして，1939年3月には，各「地方事務所管理係長会議」において「土地管

理提要」制度や「原住民トノ連絡ヲ密ニス」ることがとりきめられた野

　そこで「満拓公社小物地管理入」の一覧表（第22表）をみていただきたい。

　すなわち，本社直轄地にも「管理人」が存し，全体として936人が8万7，755戸の「小作戸」を

管理，平均して管理人1入当たり93戸の「小作」を支配していたのであり，平均792．86駒（当時

の日本面積に換算すると約589町歩）の管理面積をもっていた。霜島和彦氏もいうように，「管理

人」は「有力な地主」であり，逆に「満拓公社は，買収前のこれら地主を買弁化し利用すること

で，その小作地支配を維持しえたのである野「三江雀」の佳本斯のケースはその自然条件からみて

大規模であるが，「東安省」の10万駒，1万5，000戸の「小作」という規模にも注目しておきたい。

っまり第14表の「東安省」農業戸数と耕地面積を基準としてみると，戸数では38．3％，小作面積

では33，1％を占めていたのである（なお，註㈱の密山県のケース参照のこと）。

　「小作関係」の実態についてみておくと，基本的に「定額物納制」（1942年頃まで）で，44年から

は「穀物建定租代金納」（金納化）となっていった。「物納」には，大豆，籾，雑穀（高梁，包米，

大麦，小麦，蕎菱，小豆，大麻）が指定され，小作料はおおむね水田で2－3割，畑地で4－5

割であったというli｝「満拓公社営業収入」の内訳をみると，営業収入総額に占める「土地管理収

入」の比率は，1938年36．7％（約221万円），39年31．5％（約387万円），40年29．8％（約508万円），41

年20％（484万円），42年19．4％（約638万円），43年22．1％（約963万円）となっていた12｝「土地管理

収入」の絶対額が増加している点は，「戦争と直結した欄拓増産総合動員計画2による1「公社

管理地緊急増産計画溺の推進と関連しあっていたとされる13）
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　このようにとらえると，とくに「熟地」をめぐる植民地的土地所有は，単に「移畏用地」の確

保という点にとどまらず，中国農村社会の階級構造に逆規定されて形成されてきたといえるだろ

う。ここに，民族矛盾を激成した日本の侵略が旧来の「地主」層を「管理人」としたことに示さ

れるように，中国国内階級矛盾をも激化させずにはおかない現実的基盤があった。しかも，この

国内階級矛盾は，植畏地的土地所有の崩壊とともに，1945年8月以降の中国農村社会の激動のな

かで，明瞭に新しい方向性（農民的土地所有）をつくりだす歴史的前提となったのである。次節

では，こうした中国農村社会の実態を，「東安省」を中心にした植民地的土地所有との関連であ

きらかにすることによって，30年代前半期の「抗日救亡」の政治的空聞を含む流動的社会構造が，

また，従来からの農村在地支配の構造（地主権力）がどのような再編成をとげたかについてみて

おこう。

璽．紛30年代後半期，地主権力の変容と農村社会

　1946年をつうじて，「東安一帯」の農村工作団に参加して，土地改革運動にたずさわってきた李

爾重は，「東安一帯地主階級研究」という報告を書いている警）ここでは，主としてこの報告にもと

ついて植民地時代の「東安一帯」の地主権力の構造的特徴について，「満擢地区の地主階級」と儲

拓地区の地主階級」に分けてとりあげる。

　まず第1に，「満拓地区」について。

　表面的にみれば「階級支配者」は日本人のようにみえるが，すでにふれたごとく，中国人地主

は，「土地管理人」として再編成され厳存していた。

　宝清県葺鋤区西五甲の地主，李士玉がその典型である。かれは，西五甲，東五甲，四甲，東六

甲，西六甲の五ヵ村の「満拓地」を管理している。もと奉天入で，宝清にきて30余年になるが，

当初，「鵡子」の韓算盤子とアヘンをとりあつかって土地100余駒を手に入れ，張学良政権下では

「甲長保董」となり，「油房」や「粉脇を経営していた。「満拓」に買い上げられてからは，「土

地管理入」として，また村長として，青山区の支配者となった。鎗0駒余の土地所有書でしかなか

った李士玉は，五ヵ村の地権誕1，900駒を支配したのである。しかも，彼露身は，200駒を占有す

るにいたり，それは最も肥沃な土地で，五ヵ村の農民を順番に耕作させ，小作に出さない土地と

　　　　　　　　　　　　かくしだ
して，事実上の公然たる「黒闘」であった。西五甲には，かれの親戚の，孫文彬がいるが，もと

没落地主であったのが，「満拓」のもとで良地120駒を手に入れ，そのうち7駒分の「小作料」し

か支払っていなかった。西五聯には，李子玉のもとに「満拓買収」後に勢力をえた「五大家族」

が鷺臨していた15）

　鶏寧県滴道区蘭嶺村の旧地主郭海亭も，「土地管理入」となり，100余駒の良地を占喬，管理面

積は800余繭であったが，実際は「満拓」にはその半分の400駒分の「小作料」しか支払っていな

かった16）
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〈第23表〉

「管理人」 出 身

1．永豊村 徐元坤 胡子，小楡，把頭，無頼

2．永慶村 張守業 胡子と結ぶ， 無業

3．東北段 平金発 流蝦特務

「地　主」 「満拓」後 状　　　況

4．永安村 段建臣 没　　落 政治的に不活発

5．永升村 辛有信 没　　落 旧地主

6．永升村 侯新立 没　　落 旧地主

7．永慶村 項蘭亭 「発財」 流蝦胡子，2．と結託

8．永慶村 馬　　令 「発　賄 無産の流畏

9．　　9 毅　　方 「発財」 無産の流民

10．永平村 劉子華 「発　財」 ｝B小地主

11．　　？ 李　　冨 原状維持 旧地虫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出所：李爾霊，註㈱，16頁）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かくしだ　「土地管理人」の農民に対する搾取方法は，（1）「黒田」（「荒地」と称したり，地券をごまかして

　　　　　　　　　　かくしニきくサニう
残した土地など），（2）「黒　租」（「満拓」は毎駒，6斗の租を要求したが，それに2斗から3斗

を上のせして徴収，虎林県の太和屯の馬成前は3斗も上のせしていた），（3）「良地」の独占，（4）「満

拓」規定の「新開荒地は3年免租」を無視し徴取，（5）B本植民地権力を背景に，無償労働を強制，

拒否すれば「反満」，「通敵（ソビエト）」として「特殊労工」にまわす，（6）「満拓」からの貸付金や役

畜を不正にとりこむ，（7）「小作入」から節季ごと1こ物品を強要，拒否すれば小作地をとりあげる，

（8）「管理入」は当該地の加工業者（濾房，粉房）を兼ねる場合が多く，当然糧穀売買にかかわる

ことから，流通過程で高率の利益をあげること，などにまとめられる野

　「満拓土地管理人」の前身は，その大部分が旧地主であるが，「地癒，流蝦」がその役に就く場

合もある。第23表は鶏寧県の一部を示す。

　「満拓地区」の事実上の地主階級は，さらに一群の特権層として存在する。「土地管理面積」が

広大なため（第22表参照）「土地管理人」の代理人が養成される。また，「満拓地区」の「屯牌長」ら

は「地権」を掌握して，村に君臨し，たとえば「労工」（強制労働）にも一切出ることなく，事実

上の「地主的特権」を手に入れる。さらに，「有力者」として，ド警察，特務，悪覇」などが事実

上，地主化する。たとえば，密出県平陽区の「偽警尉」柊樹豊は，恒山区張家街村に住居してい

たが，上流に位置していることを利矯して，下流の水田1駒につき5斗の「租」を「私入」とし

て強要したりしていたIS｝

　とくにこれら「満拓地の地主階級」をいくつかの類型に分けて問題とするのは，1946年段階の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　土地改革にあたって，地主側が「土地はお上のものだから，分配してもよい」が「物資は霞分の

ものだから分配できない」として，「浮産」のとりこみをはかろうとしたからであった。

　「満拓地区」におけるもう1つの課題は「小照地」問題であった。1939年になって，一部の「土

地の買いもどし」を認め，地券を発行するにいたった。これが「小照地」である。これを実施し
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た経済的意昧は，生産力増強のために荒地の開拓を促進するところにあった。1939年10月，「東

　　　　　　かいもどし
安雀に「土地買園事務局」が設置され，1932，3年頃に発給した「土地受取澄」にもとついて「厳

格に審査」し，「県陶拓科開拓股土地係」が地券を交付することになった。測量班による「土地編

号」と「地照編号」を確認する作業が入るため，地主は測最班を有利に買収することが可能であっ

た。「東安雀」では，41年に測量終了，ようやく43年に「地照」が交付された。密山県蛤達区の大

地主沈子均は，もともと密山，鵬寧，勃利一帯に土地を所有しており，「満拓管理人」の張茂福も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かいもどしその支配下にあり，欝本側の許可で姶達嵩で「焼鍋焼酒」を経営していた。「土地買圃」の過程で，

かれは，姶達崩，宝山屯，大荒地の3ヵ村で，557．2駒を買いもどし，宝山屯1村だけで300駒を

も占め，全恰達区でその半数を占めた。張茂福も200繭，恒山区小恒山村の閥杢一・は，「警察・特

務」の関係で200駒，黒台区の孫宝升は「開拓科」に勤めていたことを利用して100繭の土地を
かいもどし

「買tw　」することができた。それだけでなく，沈子均は，43年4月の1ヵ月闇に，3ヵ村の12名か

ら「小照地」150駒を「購入」していた19）

　このように「小照地」問題は，地主層に新たな経営規模拡大の機会を与えたことになり，「満拓

地区」内の地主権力の強化にも一定の役割を果たしていたといえるだろう。

　では，「満拓地区jでの地主経済はどのような経営様式をもっていたのだろうか。

　鶏寧県滴道区柳毛河老達子溝の地主，郭生は，5入の「雇農」で42駒を耕作，老達子溝全体で

4台の大車のうち3台を，全屯で13匹の馬のうち4匹を，20頭の牛のうち9頭をそれぞれ所麿，

家族も働いていた。これはいかにも「経営地主」のようであるが，実際は，政治的に「胡子団長」

李延年と関係があり，「大配給店」の萬発源の経理と交流があり，村での「悪ee　ll的位置を占め，

経済的にも老達子溝の農民の労働力「入工」を，自己の役畜労働と不等交換するような搾取をお

こなっていた。これらは，郭生を地主とみなすべき根拠となる1°｝

　「満拓地」という植民地的土地所有関係そのもののなかに，こうした地主権力が実際に存在して

おり，旧来の地主支配よりも苛酷な諸形態をもって村落内に霧臨している事実こそ，46年段階の

土地改革のなかで直面した現実であった。もちろんこの現実を，当時すぐには認識しえず，「満

拓地」はH本の所有であるから，地主は不存在であり，単に「平和的に土地分配すればよいと

いうとらえ方があったわけである。岡時に，他方で，本稿の視角からみれば，「満拓地」における

地主権力の再編成が「東安雀」地域で本格的に展鯛するのは，37年以降であり，それゆえにこそ

密山票の事例に示されるような，60％の住艮が「満振」支配下におかれる事態のもとで（註㈱参

照），「抗臼救亡政治の社会的空間」がちょうどこの頃より狭隆化されつつあった点に注際したい。

植民地的土地所有の強権的創繊が，「抗日救亡敢治」を地域に定着化できなかったという変革主

体の側の弱点を通して，地主権力の再編成に一定程度成功しえたのである。たしかに，朱建華氏

も指摘するように，H本側の軍事力の圧倒的優勢や「集照部落建設」の集中（tt　H聯軍の活動地

域での設立数は，36年に3，261，37年に4，922，38年にいなって合計1万2，565にのぼった）といっ

た直接的支配の強化と，それらに反繋するための「抗日游繋根拠地建設」という薦での認識と実
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践のたちおくれ，あるいはその未解決が，38年以降の「抗臼聯軍」の立脚点を失わせるにいたっ

たともいえよう1！｝しかしながら，こうした「抗日救亡政治の社会的空間」の存在を確実に破壊し

えた社会経済的基礎過程は，植民地的土地所有とそのもとでの地主権力の再編成にあったことを

確認しうると思われる。

　第2に，「開拓地区」の地主階級にっいてとりあげよう。

　すでに一部書及したように，日本側の移民政策とその実施は，「試験移民期（32－35年）」から，

「本格的移民期（37－41年）」を経て，「満州移民事業の崩壊期（42－45年）」へと推移するが，そ

の聞における「開拓地区の中国地主階級」についての実態については，あまり知られていない92）

　日本の開拓移民団が，密山票を含む，のちの「東安省」に入植したのは，主として第4次移民

団（35年6月），第5次移艮団（36年7月）からであった。第4次は，城子河や恰達河に，第5次

は，永安屯，朝陽屯，黒台，「信濃村」に入植，その後，第6次移民國は，虎林県にかけて広範囲

に入植した13｝

　黒台区の地主，王兆桐は200余駒を所有していたが，「開拓団」のため，黄家店の荒地200駒と代

替させられた。しかし，この代替時に，かれは黒台の一部の農民の代替地を事実上併合してしま

い，所有地をさらに200駒も増撫させた。もちろん，かれは黒台に居性したままであったので，黄

家店の土地は「当地の窮戸」に耕作させた。こうした事例は普遍的にあり，代替地に移佐しない

で地主小作農関係を拡大する機会を得たのである。

　ところで，こうした代替地地主の形成とならんで，「移民団」の土地所有になってからも，たと

えば，薪興区吉東屯の張公という地主は自分の家を「移罠団団本部」に提供，「移民団」が土地

を「小作」に出す場合必ずかれの手を経るようにすることに成功，これも事実上の「土地管理人」

化し，さまざまな収入を得たのである。團じく吉東屯の陳洪海もそうした地主の1人であった。

吉東屯の「北部一般」の「醐拓団の土地」を完全にとりしきった牌長単述文は，「小作管理」を通

じて「地権」を掌握しえた1入であった。「踊拓地」の地杢が，「地権」をもって農民を支配しえ

たのは，M本の植民地支配権力との関係から生じたものであり，それ以外の諸特権伽工業経営，

入手困難な配給物，砂糖や綿庸の操作など）もそこに起困していた警）「開拓団」は，規則の上では

「土地管理人」を置けないわけ（「由作農主義」）だから，中国人地主を非公式に代理人化せざる

をえないし，それだからこそ地主屡もいわば「懲由」に「地権」と「農民」を支配しうる余地が

生まれていたのである。当時，「開拓地」の雇傭労働についての分析が必要とされたのも，在地の

支配関係を有効に利絹することと関連があった塑

　宝清県大区王福崩村に入植したのは，由形県の集闘移民で，43年12月12露時点で40戸，168入

の規模であったが蝉李爾重によれば，到着後2年たらずで，「開拓獺」は土地を完全に「小作」に

出してしまい，その結果，村の中国旧地主たち，郭慶臣，陳宝祓，王殿軍などは「二掌櫃」，「二

地束」としての役割を果たすことになったという。そのもとにおける農民は，地主たちによって

先取された良地以外の劣悪な土地を耕作し，「小作量」は逆に最高額を支払わされた。なぜなら，
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1繭当たり2石5斗糧の生産物のうち，日本人に1石2斗から1石5斗を支払い，強翻「出荷糧」

6斗のうち3斗を負担しなければならなかったからである即

　こうした植民地的土地所有のもとにおける階級支配の重層的構造は，「軍嗣地」の場合にもあ

てはまる。たとえば，鶏寧県滴道区蘭嶺村の頭道歪子の「軍用地」は，計桂，梁順田，孟翠頭の

3人によって管理され，農民たちはこれらの中国入を「地把頭」とよんでいた。これらの土地は，

「小作」に出す場合8畝を1駒とみなすため（もちろん，日本入から管理を委託された時1910畝＝

1駒であった），5駒ごとに1駒分の日本人への「小作料」7斗がそのまま「地把頭」に入ること

になった。いうまでもなく，7斗に上のせして徴収する分は除いてである堅「軍岡地」内のこうし

た階級支配関係は，虎林県において最も普遍的なものであったとされる。

　こうしたことから，1930年代後半期，旧来の地主権力の再編成と，新しく養成された「新興地

主」とによる支配のシステムが，ひとつの社会的構造として内実をもちはじめ作動しはじめる過

程を読みとることができると考える。この過程の起源は「満州事変」以後，とくに37年以降の植

民地的土地所有の強権的創出にあったこと，そして，それが「抗臼救亡政治の社会的空間」を墜

恵」させる最も深い基盤であったことはすでに述べた。したがって，「植民地支配関係」がとりの

ぞカ・れたあとに露頭したのは，まさしく，その植畏地的土地所有という表層によっておおいかく

されていた事実上の「地主権力」による地域支配のシステムであったといわねばならない。最後

に，46年段階の直面した課題についてふれて，しめくくりとしよう。

むすび一一土地改革の直面したもの一

　1945年8月，約14年にわたる日本帝国主義の植民地支配が終止符をうったが，その時，「貧苦

の入民はなおたちあがらなかった望地主階級にとっては好機到来であった。事実，各村の「大撲

隊（公安隊，保安隊）」は地主によって組織され，政治的には優勢であった。経済的には，「地権」

を入手することであり，政治的変動を利用した土地兼併であった。口実は，「土地は元来，霞分の

ものであるから，自分にかえしてもらう」ということで，それにたいし鵬入」たちは乎をこま

ねかざるをえなかった。さらに，地主層は「敵産保全と政府への引きわたし」を大義名分にして，

慮已の武装力をもって占拠，たとえば，石河沈屯の「関東軍医院」は，階広州と畢興奮によって

押さえられたばかりか，板1枚30元，瓦1枚5元というふうに売りさばかれたりした撃

　植艮地的土地所有のもとで，lfi来からの地主権力は，全体として再編を受け，一部は没落し，

またその多くは植艮地権力の政治的枠組を利用しつつ旧来の力を維持するか，農畏にたいするよ

りいっそうの権力的支配のシステムをつくりあげるかしてきた。これは，ヂ満拓地」創出が，そう

した中国国内階級関係のあり方を規定していると岡時に，逆規定されてしか植罠地的土地所有を

維持しえなかった現実の反映であった。これを歴史的にみると，第1段階として「満据事変」か

ら5，6年の間，なお「抗日救亡政治の社会的空間」を維持しえた諸条件が，37，8年を境に確立
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された「植民地土地所有」のために崩壊させられ，「地主権力」の再編成が実現する。そうした意

味で，この間に畏族的抵抗がかなり大規模に展開しえたことが，赤裸裸な植畏地的土地所有を強

行しない限り支配を維持しえないと判断したH本側の根拠の1つであったことはまちがいない。

第2段階としての「中国地主権力」を従属的に内在させた植民地的土地所有関係は，それ自体の

「発展」を生みだすことなく，植罠地権力全体の崩壊とともに解体され，従属的であった中国地主

権力が前酉にたちあらわれる。この問題への接近は，理論的にも実践的にもジック・ザックでは

あるが，一般の農畏にとってはF植民地的土地所有」下に育てられた中国地主権力そのものの「清

算」が，「植民地」支配からの政治的経済的脱却のための条件としてとらえられる過程をたどる警）

なぜなら，地主権力はその再編過程において「植民地的」なるものとして一様に着色されないで

は存在しえなかったからである。紺比的にいうならば，「抗日救亡政治の社会的空闘」をおしっ

ぶした「植民地的土地所有」が，今度は，45年8月以降，その内部に統合していた地主権力の支

配のシステムそのものを崩壊に導く条件として作礪したのである。「菜安雀」という地域的限定を

付しつつ12｝こうした問題にかかわるものとして，戦後中国東北地域社会の変動をも視野に入れて

「満州国」期分析の必要性を強調したい。　　　　　　　　　　　　　（1986年8月14日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1987年11月11日肇多己父）

註

（1｝浅田需二『日本帝国主義下の民族革命運軌，未来社，1973年，426頁。

｛2）ラζ仁由『東北襲勇軍li，黒龍江人民出版祉，1982隼，「東北抗霞翻衛軍和李杜」62－75頁，「中壌国艮救国軍和王徳林」76－

　86頁。なお，ここでは抗獲運動を支えた祉会基盤を「抗日救亡」政治と規定しておく。池環誠編著『抗H載争と中魑民撫，

　法律文化社，1987年，策玉編第1輩の拙稿「概観」中麟ナショナリズムxとしての『抗目救亡（救国）＄論」を参照。

｛3｝福田曜夫「吉林雀・密lll県」「満少1・1圏地方事情響，満州国大問掌院潅沸1｝麟地方事情編纂会編，1934年，9玉一ユ47頁。

｛4）ちなみに，1932年12月21腿付，「総司令・丁超，李杜」の布欝を承しておく。

　　　　東補鐵路護路軍
　　　　　　　　　　聯合軍総拐令部怖鮪　　　第一五號
　　　　吉林fa衛軍

　　　爲怖藷穣概慮束北事攣庶政沈論交題梗阻否業彫敷維1齊蜴鍬艮生困窟密穆勃等縣爲謀挽救之法前曾印毅策券籍以調濟［饗詑虫

　　　用蘇残困査東北各縣爲轟康蜜庶之隅諭梨樹鎭尤爲東北貨物出入之口櫨此新糠上市商業荻復之時交蓬｝遅滞雀幣不入東北貿

　　　易端頼市券流通査各縣印震市券基金均甚充裕儒購亦頗昭著各縣穣商以券易貨撰縛貿易互有稗盆策北隅法得以活動如各守

　　　鯵域盟招襯望劉商筏嚢足選害良非淺紗環在本部爲統一一幣政計業経印獲吉林永衡吟洋雰牧燭各縣市券以菟紫蹴薦裕【饗法除

　　　逓缶盤分令外特此怖告各縣簡民人等一一髄知照此怖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丁　　　超
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総溝令
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　李　　　祉
　　　　ゆ華民顯二十一・年一1・二二月二．十一騰

㈲管忠行（拓政潤〉「構造的変革過程に於ける密山県の社会的経済的機構（→」『民政部調査罵報S（「鋭政部総務潤資料科」〉第

　1巻纂3号（1936年3月〉，15頁一36蓑。および，1爵Ll二「｛二〉」建畏政部調査月報諦第1巻第4号（1936年4月〉，27－40頁。

（6）孫占文「清代蕪龍証衛的患地開発．1「黒醗江雀史探索A，黒龍江人民出版社，1983年，265－－66薮。

17＞荊掲議㈲，眠政部調査月報諺第1巻第4暑，32頁。

（8｝襲恵・馬彦文「東北抗翻聯軍第婆軍」『黒龍江党史資料s第1輯，中共黒龍江雀委党史工作委鎖会資料編輯室，ユ985年4消，

29



中国東北地域における植羅地支配と農村社会

　54頁。

｛9）王景・金宇鍾「中国共産党黒龍江憲線織沿革概況（初稿）」『黒龍江党史資料％纂1輯，8頁。

〈1①　　有奪乎昌言童（8），　55－57ra。

儀1＞　鳶有手易言主（8＞，　58－59頁o

｛吻　欝掲謎｛8＞，60頁。金宇鍾・常好礼「黒龍江雀境内的抗聯各軍組織j『黒龍江党史資料s第2輯，ユ985年8月，ユ18頁。

G3｝　　鳶茸岳昌註（8＞，　61－62頁o

（14）李延禄目述・酪饗基整理樋玄的年代」（関於東北抗聯軍的園想），黒龍江入畏出販社，1979年，224－228買を参照。

㈲　前掲識（8），62頁。なお，朴鳳南については，「中共党史入物伝i第ユ7巻，1984年，金莱和「未徳海」の項，266頁参照。

⑯前揚註働，228－43頁。李延禄は，県委を朴風南と記しているが，ここでは前掲註（8）に従う。

㈲　荊掲議α4），264－67頁，276－78頁。なお，受けた指示は，4月20爲付の「中国人艮対H作戦的蕃本綱領」にある「抗漏六

　大綱額」であったという。

⑯　龍掲註（8），62－63頁。

働諮掲言劃8），64頁。なお，「東北抗目岡盟軍第4軍」（230余人）の建霧【1は次のとおり。

　　　軍長：李延禄

　　　政治部主任：何忠国（35年6月「犠牲」）

　　　参諜長：胡倫

　　　　1懸団長一楊太和，政委一李守忠

　　　　2団圏長一張歪，政委一何忠国

　　　　3懸団長一蘇街仁（小臼龍），政委一郵化南

　　　　独立営當長一文栄（打東洋）

　　　　衛隊逮連長一崔成浩

　　荊掲註⑫，『黒龍江党史資料s簗2輯，119頁による。

⑫㊤　　前掲註（1心，　293－300頁o

⑳前掲註（8｝，64－66頁。35年9月の第4軍の建制は次のとおり。

　　　軍長：李延禄

　　　政治部主任：羅英（代）（のち「叛変」）

　　　参謀長：胡倫

　　　　1繍癬i長一季揚太和　　（35年9月　　「犠牲」）

　　　　2國國長一張奮

　　　　3団闘長一蘇術仁

　　　　4駆慮長一李紫福，　参謀長一雀石泉

　　　　5翻団長一李天柱

　　　　6極闘長一孫成仁

　　　　7圃鐡長一宮顕鷹

　　　　独立籍5旅一郭徳福

　　醜掲註｛助，第2輯，119－20頁による。

⑳　萌掲註（8），66－67頁。なお，前掲識㈱，322－25買にISEE克道についての鍛想がみられる。

㈱　棄北地域全体の動きにっいて19　，拙著罪中国返代漿北地域史研究』，法緯文化投，三9雛年t箒唾攣錺壌節s薫として，2鱒簸

　以下参照。

㈱「東北抗鷹聯軍第4軍」の建制は次のとおり。前掲註㈲，第2輯，120－2頂。

　　　軍長：李延平（36年3月，李延禄は入関し，交替）

　　　政治部主任：羅英（「叛変」後は，黄玉澗が任ず）

　　　参謀長：胡倫

　　　　1師師長一一弓長蟹

　　　　2師騨長一鄭魯罎（「叛変」），参謀長一羅召泉

30



学報第74昇

　　　　3師師長一李天柱

　　　　4師纈長（36年7月〉一劉振癬

⑫5｝　　鳶｛f手昌蓬監｛8｝，　70頁Q

㈲1£1田朗「第4章軍事支配（2＞L’」中戦争・太平洋載争期」粕本帝国霊義の満州支配」浅総誘二・ノ1・林英央編，時潮歓，1986

　年，　185－89頁参妻翼｛o

⑳　朱建華ヂ寮北抗日游繋根挺地的建立興喪尖」『申国抗B根拠地史国際学徳討論会論文集」，撹案繊版社，1986年，220－231頁。

㈱　荊掲註（8》，74－76頁。

⑳李鴻文「東北抗鰯聯軍㈲」駄炭駐1報』ユ985年1肩7懸，第5版。

㈱「南満」磐石県における，楊靖宇らの抗H武装の祉会的蕃盤との関連について1よ，拙稿「論東北抗露游繋根拠地的歴史意

　義」坤羅抗田根拠地史園際掌術討論会論文集s，櫨案出版社，1986年，207－219頁を参照。

¢1＞「満州国現勢・醸徳九年版s，満州国通儒社，1941年，137頁。

㈱糠徳六年版・満州国現錫，満州国通儒社，1939年，24頂。

㈱　蒲掲譲㈱，241頁。

B4｝ちなみに，「東安省」新設時の窯な機構・人事は次のとおり。繭掲註㈱，242頁。

　　　雀長：御膨池旋雄

　　　次長：破部興平

　　　警察庁長：凍野煙男

　　　膿拓庁長：田中孫平

　　　　官鍔繍庶務・企画・撲生の3科

　　　　警察庁篇警務・特務・警傭の3科

　　　　開捕庁讐殖慶・開捕・建設・保健の4科

岡　満州国史編纂刊行会編「満弼国史海総編，満蒙間胞援護会，1970年，662頁。さらに，「関東軍師掻配概」によれば，密山

　に，1938薙宋，「第11師団」が設麗された（前掲註㈱，205頁）。なお「鶏寧県」は密山県西部を分離したもので，「東満総衛」

　段階に設置された。

㈹　「国境方面に於ける国肪的建設に関する要豊事項」（昭湘王3，a2，10，関東軍司令部）「現代史資料（9＞，日中戦争（：）di，みすず

　欝勝，1964年，786頁。なお，この文章は，「関東軍参謀部第4課（政策）高級参謀」片倉衷（就任は1937年1硝で，当時は第

　3課〉によって起案されたもので，「国務院総務庁企画処jに手交され，「星野蔽樹総務長窟j，ヂ治安部関係書」らによる「現

　地視察」も含めて，検討を加えた上で翌39年2月「企画処案」が関東軍に示された（片倉袈熾陣随録s，経済彼来社，1972

　勾三，　299頁渇

㈱「北辺振興政策」は，1939年5月11Hの「国務院」による「国境建設施策基本要綱」にもとついており，当時，「産業開発

　5ヵ年計繭」，「開拓政策」とならんで「3大国策」と称されたという（片倉衷，前掲書，299頁）。

劔　以上の数字は，蘭掲註㈹，664－65頁，に依る。

㊤91　萄ir掲註観），137－38頁にもとつく。

㈱鉄道関係の編所は，EE＃v俊審校・馬黒千，陸逸志，王開済編著陣国鉄路建築編年簡史（1881－1981）」，中圏鉄道出版社，

　1983年，195，196頁による。　なお，1鞘書，64頁も参照。

㈹　「密凄炭砿」については，大蔵憲管理周糠本人の海外活動に関する歴史的調査s通巻第23栂，325頁，および，前掲註㈱，

　『満辮囲史」各論，1971年，594頁の統計参照。

働　環本側の「移撮政策」の展開とその矛盾を分析したものとして，浅田需二「満州農業移畏政策の立案過程」，満州移属史fiif

　究会編触本帝国主義下の満州移斑轟，龍渓書舎，1976年，第1章，所収，がある。

｛4鋤　　薯多一唾佳　謬挿竜握・ll｝1】劣鰐言愈爵，明文堂，　1944歪葬，　156－57要ミ。

働）脅百1掲註㈹，ユ68－70頁。

㈹　前掲謡㈱，浅田需二論文，および岡轡所取，第2章「満州農業移艮関係機関の設立過程と活動状況」（君島和彦）を参照。

㈹　荊掲註㈲，霜島捕彦論文，156－60簾。

㈹　蒲掲註㈹「満州開拓論」，364頁。

⑱　荊掲譲⑱『満州開拓論di，371頁。

31



中圏東北地域における植畏地支配と農村社会

鯛　藩掲註㈹f満州開拓論悉，368頁。

㈱拙稿欝評（浅臨奮二粕本知識人の植残地認識毒，校愈書勝，1985年〉蟹史評論s1986年8月鍔（No．436），142－43頁参照。

61）軍政部顧問部「満州共塵匪の研究3第1輯，1937年3月，742翼。密山県での「臨租地」（軍案買収予定藏積）は，可耕地

　薦積93L500駒のうち，窪09，487駒を占め，44％となっていた。岡轡，第2輯，1937隼8月，　n6頁。

働満州閥拓史列行会編「満州開振史湛，1966t＃，270－71，74頁。な齢，「満州開振政策基本要綱草案」には，「開掩溺地の取

　得は，従来の満拓公社による如く，稻もすれば原住艮の既耕地をも包含買収する傾向を戒め，原住畏の利益を擁謹して未利

　用地1｝弩発方針を厳守詳すべきことを述べていた。「要綱」は1939年12月22M，撲本政府と「満州国政府」と；こよって閣議決定

　された。

⑬　前掲諺㈹「満州1翔石論』，375頁。

鯛　薗掲註㈹「満粥開拓論毒，376頁，第10表参照。

岡満鉄経済調査会「満州農業移艮方策」（2－1－7＞（1936年），87頁。

岡孔経緯「1931歪1945年閤B本帝飼主義移民我国東北的侵略活動」膿史研究』1961年，第3期，10碩。

㈱前掲註〈1＞，「B本帝麟童義下の民族革命運動』，424頁。

磯　以下，謝雛主㈲『B本帝国主義下の満りlli移提』第2章，による。

鋤前掲譲㈲，204頁。なお，「満弼搦植公祇」の「地方事務所」は，1943年時点で，ユ2箇所．「出張所」は55箇所にのぼった。

　「地方事務所」の所在地は，「ハルビン，佳木斯，北安，東安（束安省東安市），チチハル，牲丹江，吉林，奉天，間島，糺蘭

　屯，黒河，錦州」の各地で，「出張駈」のうち，本稿と関連する「東安雀」のみ例示すると，「勃利（勃利県〉，宝溝（宝潰県），

　林口（林目県），鶏寧（密山県城子河村鶏寮屯），虎林（虎林曝）」の各地にあった。満州国通循社編『満州聡拓隼鑑1紹零雛9牢，

　康徳11年版）s，1944年，複刻版（1986年，鵬和出版），54－55頁。

鶴（珍　　葎∫掲th　es＄，　207頁o

（61｝　　前掲談但3，　207頁o

｛6勢　　前掲言圭鮭萄，　208頁，　第2－－13表o

鱒　前掲註㈲，209頁。

㈹李爾重「東安～帯地主階級研究J「東北地主畜農研究』李爾重・冨振聲等著，東北書店，1947年，1－78頁。なお，1945年

　8月以降の東北における土地改革問題については，拙著『中国近代東北地域史研究轟，第5章を参照。

鮒筋掲註翻，10－12頁。以下，頁数のみの場合は，李爾重綴欝とする。

㈹12頁。

〈6？）　　12－15頁o

偽91　17－21頁◎

摩3鱗　　22－27頁o

（7㊤　　28－30頁o

㈹前掲註⑳，朱建華論文。なお，この論文には，1940年4月，中共南満省委書詑兼東北抗聯纂1路軍劉軍長であった魏捲畏

　（1909－41）の報告，「破壌を輩ってからの大部分の地区では，活動を回復しえていない。この原國は主として，地方工作を

　軽視する思想にあり，…こうした方面の幹部を養成しなかった」ためである，との引用がなされている。Chong－Sik　Lee，

　Revolutionary　StTuggie　in　ManChuria，　University　of　California　Press，1983，　p．294ff．参照。楊靖宇の死も，40年2月のこ

　とであった。

㈱　前掲註（ユ），浅潤誘二著欝，㌶7－28頁には，「開搦農民に分与きれた土地のうち，相豪離分が小∫磐地として漂住黎鍵に貸畠

　されたのであって，農業移民の部分的な地滋化さえ行なわれたのである」と懸摘し，「畷康軍匪が轟初，意購した「欝作農定

　韓童鍍」は「部分的1こは赫｝壊に瀕していた」と鋭い分析を加えている。ただ，「原住盤畏の小作農牝」の階巌浸的構遣をも綴野

　に入れるべきであろう。

㈱穂掲註幽所収，・1・林英央「第5章　1謝膿業移炭の営農実態」，4玉5翼の第5・4園②，を参照されたい。19崔3年ユ2葦1環筏

　の「東安憲」における「9本内地入開振愁…覧褒」は，簡掲註㈱，掌満粥闘振年鑑s，296－99翼に所収。

禰　31－35頁。

㈹満州国立腿拓研究所資料第13号『開拓村に於ける縫傭労働事情調査s，1941年。およびその継続講査としての，「農業労賃

　調査」　「”k陸開妬毒（關拓研究所彙報）第纏景，第8輯を参照。とくに，纂8輯所収の「第2籔　東安雀の部」をみられたい。

32



学報第74号

㈹　潮掲誰働，f満州開捕年鑑s，299頁。

｛77）　　35－36頁o

⑱38買。

㈹5頂。

㈱1　51－53頁o

㈹liif掲註㈱，拙著，337頁以下で「植民地的土地所有関係の滑算」としてふれるところがあった。

圃東北農村の土地所有制のなかで，植畏地的土地所有（「満擁地，開拓地，軍用地」など）が優勢を占めるのは，「北満」地

　域で，地主的土地所有と「翻作農」（小農残）酌土地所有は，「中満」地域に多い。本稿は，霊として「＃ヒ満1地域を中心にし

　て考察を加えた。石雅貞「第2章　土地改革」（「東北解放区財政経済史稿』童編：朱建華，黒龍江人民出版社，ユ987年所収

　も参照。

33


